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令和６年度第２回弘前市立図書館協議会【視察意見等】報告

 
日時 令和７年２月１９日（水）９時３０分～１２時００分

 

場所

オリンパス黒石市立図書館（視察訪問） 

黒石ほるぷ子ども館（視察訪問） 

弘前市総合学習センター　第１研修室

傍聴者 ０人

 

出席者 
（敬称略）

委員長　　　今井　正浩 

副委員長　　島内　智秋 

委　員　　　鈴木　敏浩 

委　員　　　奈良岡　裕子 

委　員　　　藤島　歩 

委　員　　　宮本　ふみ 

委　員　　　三浦　愛菜 

委　員　　　佐藤　義光

 
欠席者 

（敬称略）

委　員　　　鎌田　猛 

委　員　　　佐藤　薫

 

事務局側 

出席者

弘前市立図書館館長　　　　黒滝　雅信 

弘前市立図書館館長代理　　小田桐　康眞 

弘前図書館業務主任者　　　阿部　美子 

生涯学習課長　　　　　　　原　直美 

図書館・郷土文学館運営推進室長　　　山田　俊一 

図書館・郷土文学館運営推進室主査　　黒崎　みお

 
行　程

 

１０時００分　オリンパス黒石市立図書館視察訪問（開会） 

　　　　　　　 

１１時００分　黒石ほるぷ子ども館視察訪問 

　　　　　　　 

　１１時４５分　事務連絡・アンケート等記入 

 

１２時００分　閉会
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【意見・感想】（報告）

 
 

① 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

③ 

 

 

④ 

 

⑤ 

 

⑥ 

 

 

⑦ 

 

 

⑧ 

 

 

⑨ 

 

 

⑩ 

 

 

 

黒石市立図書館に関しては、入館してすぐに工夫を凝らした書架の配置を含めたオープン

スペースが広がっており、極めて新鮮な印象を持ちました。その一方で、本来、開架図書

に配置することの望ましい図書資料等が閉架図書扱いとされているのは、少し残念な印象

を持ちます。スペースの関係等もあるでしょうが、利用者が直に手に取って見ることので

きるような対応をすることが、今後の課題かと考えます。 

 

黒石ほるぷ子ども館については、建物それ自体が現在では貴重な地域の文化資源のひとつ

となっていますので、今後、建物の保存や利活用に関して抜本的な対応を考えるべき時期

にきているのではないかと考えます。 

 

黒石市立図書館は、一人一人が小スペースで、本に浸っていられる空間や、コーナーにそ

の時期の行事、季節を感じられる工夫がされていた。 

 

黒石ほるぷ子ども館は、「子どもが嬉しい」と思う場が多く、ワクワクするものだった。 

 

黒石市立図書館とほるぷ子ども館の休館日が重なっていないところが良い。 

 

学びと子どもの遊びが自然と生まれ、そこでまた交流が生まれて、地域が活き活きできる

拠点としての役割が出来る場になっているように思いました。 

 

どちらの図書館も、従来、本を借りる、本を読む等の目的を分離するのではなく一体化す

るような設計になっていることが素晴らしいと感じました。 

 

「いつまでもいたくなる場所」という、しかけが随所に見られ、大変参考になりました。 

また、利用者の個に応じた配慮という点でも先進的だと感じました。 

 

図書館設置の目的の一つである市内の回遊性向上は、冬場に課題があるように感じたが、

館内では利用者が思い思いの使い方をしている様子が印象的だった。 

 

図書館は館内スペースや蔵書検索機の周辺など、館内の使い方（過ごし方）が丁寧に説明

されており、また、ほるぷ子ども館はアットホームな雰囲気があり、はじめて来館しても

安心して快適に過ごせそうだと感じた。 
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⑪ 

 

 

⑫ 

 

 

⑬ 

 

⑭ 

 

 

 

⑮ 

 

 

⑯ 

 

 

⑰ 

 

⑱ 

 

 

⑲ 

 

⑳ 

 

 

㉑ 

 

㉒ 

 

 

 

市内の集会所等へ２か月毎に配本している「百冊文庫」は黒石ならではの取組で、きめ細

かい市民サービスに繋げる考え方は大いに参考になると思う。 

 

黒石市立図書館は、新しい図書館ということで書架の高さ、利用者に応じた座席の配置、

飲食 OK のスペースをゾーニングして設ける工夫に利用しやすさを感じた。 

 

図書と郷土資料（こけし）の展示の組み合わせは参考になった。 

 

市街地から離れたところに子どもの遊び場兼学習スペースとしてほるぷ子ども館がある

のは、子どもの育つ環境には大事なことだと感じた。本を読まなくても、同じ場で過ごせ

るのがいい。 

 

両施設とも、内部全体の見通しが良く、居心地が良い。両者に共通するのは、本を読む以

前に「ここに居たい」と思わせる空間であることだと思う。 

 

黒石市立図書館は、飲食可の交流コーナーや学習スペースなどの空間住み分けも丁寧で良

い。 

 

ほるぷ子ども館は、あそびと読書の空間が渾然一体となっている。 

 

黒石市立図書館は、開放的な内装で、本棚もすっきりと余裕があり、書籍を探しやすい印

象を受けました。 

 

本以外の展示コーナーがある点が斬新で面白いと感じました。 

 

子ども向けのスペース、拡大読書器、点字ブロックなど、細かな部分にも配慮が行き届い

ていると感じました。 

 

貸出が自分で出来ることも、気楽で、水分補給が可能なのもありがたいと感じました。 

 

ほるぷ子ども館は、りんごのカーペットが可愛らしく、中二階や大きな窓がわくわくする、

子どもの心に寄り添った施設だと感じられました。 
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 ㉓ 

 

 

㉔ 

 

 

本を読める場所も自由度が高く、居心地の良い空間だとかんじました。本以外のおもちゃ

があるのも良いと思います。 

 

非常に利用しやすい環境と思いました。弘前図書館も、一層、利用者が楽しめる、心安ら

ぐ館づくりに励んでいただければと思います。 

 


